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別紙様式１ 

北海道旭川西高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 03～07 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

①  研究開発課題  

「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と，地域と共創する旭西カリキュラムの研究・開発」 
  

 ② 研究開発の概要  

第Ⅱ期で開発した教科を横断した系統的な探究型学習プログラムを発展させ，地域と共に実践す

る。また，カリキュラム・マネジメントの視点に立って事業の長期的・継続的評価を確立する。さ

らに，地域と中高大を通じて成果を普及し共有することで，人材育成コンソーシアムを構築し，新

しい価値を創造する科学技術人材の育成を目指す。 

Ⅰ「旭西カリキュラム」の実践と評価を一体化した，カリキュラム・マネジメントの実現  

探究型学習プログラムの実践と評価を一体化させ，その効果を継続的に検証する。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

科学技術人材育成に向けた課外活動への参加を推進・支援し，活動実績に応じて単位を認定・表

彰する制度の効果を継続的に検証する。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

本校の探究活動を中核とした人材育成コンソーシアムを構築し，成果を普及し共有するシステム

のあり方を管理機関と検証する。 

上記Ⅰ～Ⅲの取組によって，探究する力，対話する力，協働して創り出す力，自律的に活動する心

を身に付けた科学技術人材を育成する。 

 ③ 令和６年度実施規模  

課程（全日制課程）学科・学年別生徒数及び学級数（令和６年５月１日現在） 

学科 
第１年次 第２年次 第３年次 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 160 ４ 158 ４ 156 ４ 474 12 全校生徒

を対象に

実施 

理数科 40 １ 40 １ 40 １ 120 ３ 

課程ごとの計 200 ５ 198 ５ 196 ５ 594 15 

  

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第１年次（令和３年度）１年生の探究型学習プログラムの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎・データサイエンス・ライフサイエンスの系統的実施・課題探究中間報告会の実施 

Ⅱ 「西高 SS トップランナー」表彰制度の先行実施・SSH ポートフォリオの構築 

Ⅲ 北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続, 旭川市との学習プログラムの共創 

旭川西高校 SSH 生徒研究発表・交流会，教員研修を管理機関と共創 

第２年次（令和４年度）１・２年生の探究型学習プログラムの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎・データサイエンス・ライフサイエンス・課題探究の系統的実施 

Ⅱ SSH ポートフォリオの構築と運用，単位認定制度の構築・表彰制度の実施 

Ⅲ 課題探究・ライフサイエンスにおける旭川市との学習プログラムと発表会の共創 

生徒研究発表・交流会への他校生徒・教員の参加，教員研修，卒業生追跡調査 
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第３年次（令和５年度）第Ⅲ期研究開発の総括と事業評価による課題抽出 

Ⅰ SS 研究Ⅲ・課題研究英語発表会における国際的な研究交流を導入したプログラム改善 

Ⅱ SSH ポートフォリオ・単位認定制度・表彰制度の運用 

Ⅲ 他校を加えた生徒研究発表・交流会の実施，教員研修，卒業生追跡調査, 効果測定の研究 

第４年次（令和６年度）文部科学省中間評価と事業評価を踏まえた研究開発事項の見直し 

第５年次（令和７年度）５年間の指定期間における総括と成果の発信，課題解決の方法を提案 

○教育課程上の特例 

学科 
開設する  

教科・科目等  
代替される  

教科・科目等  対  象  
教科・科目名  単位数 教科・科目名  単位数 

普通科 
理数科 
共通 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ １  情報Ⅰ  １  １年次  
探究基礎  １  

総合的な探究の時間  
１  １年次  

課題探究  ２  ２  ２年次  
ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ ２  保健  ２  １・２年次  

理数科 

SS研究Ⅰ  １  理数探究基礎  １  １年次  
SS研究Ⅱ  １  

理数探究  ２  
２年次  

SS研究Ⅲ  １  ３年次  
SS数学Ⅰ  ５  理数数学Ⅰ  ５  １年次  

SS数学Ⅱ  ６  
理数数学Ⅱ  ４  

２年次  
理数数学特論  ２  

SS数学Ⅲ  ５  
理数数学Ⅱ  ４  

３年次  
理数数学特論  １  

SS英語Ⅰ  ５  
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ  ３  

１年次  
論理・表現Ⅰ  ２  

SS物理  0,3,6 理数物理  0,3,6 ２・３年次  
SS化学  3,6 理数化学  3,6 1・ 2・ 3年次  
SS生物  3,6 理数生物  3,2 1・ 2・ 3年次  
SS地学  0,3,6 理数地学  0,3,6 ２・３年次  

※表で示されている必履修教科・科目の目標及び内容は，代替する科目において全て包含される。 

※教育課程上の特例が必要な理由 

・データサイエンス 

探究基礎の授業と関連しながら，課題探究において，研究データの収集や処理・分析の基礎

的な知識及び技能を習得し，探究活動を行う上で必要な，情報の取り扱いにおける倫理および

研究倫理について学ぶために設置した。大学から講師を招いて特別講座を実施したことで，課

題探究につながるデータ分析手法を学ばせることができた。 

・探究基礎 

探究活動の基礎となる「課題発見」，「検証方法」，「分析・考察」について，地域の題材

をもとに本校独自で構築した「課題発見プログラム」によって身に付けさせるために設置し

た。生徒が作成した研究デザインでは，前年よりも具体的な実験手法が提案されていた。 

・課題探究 

地域素材や身近な課題からテーマを設定して教科等横断的に様々な教員が関わりながら，

自律的に探究活動を行うとともに，持続可能な開発目標に向けた教科横断型の探究活動を進

め，その発表及び論文作成を行うために設置した。本校主催の発表会では，外部の参加者から

探究内容について高い評価を得ることができた。 

・ライフサイエンス 

地域社会における人の健康や環境について，身近な問題と関連付けて持続可能な開発目標

に向けた教科横断型の探究活動を行うだけではなく，外部人材を活用して対話型の学習プロ

グラムを実施するために設置した。予定した内容は順調に進めたものの，今後は異学年交流な

どへ発展させていく予定である。 
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・SS 研究Ⅰ，SS 研究Ⅱ，SS 研究Ⅲ 

理数分野に関わる課題研究において，質の向上のため，１年次で地域素材によるフィールド

ワークや科学における基礎実験と手法の取得を行い，２年次で研究に関する２回の中間発表

を行い，専門家や大学と連携しながら研究内容の深化を図る。更に３年次では研究内容を英語

で発表することで持続可能な開発目標に基づくグローバルな視点での研究を意識した活動を

行うために設置した。中学生向けのオープンスクールにおいてもその成果を発表し，参加者か

ら高い評価を得た。 

・SS 数学Ⅰ，SS 数学Ⅱ，SS 数学Ⅲ 

課題研究に向けて研究におけるデータの統計処理方法の基礎を育成するための統計学講座

や外部講師による発展的な内容の特別講座を行うために設置した。数学科のカリキュラムの

中で強化されている統計分野の内容についても，十分に扱うことができたため，今後はさらに

専門的な検定手法に踏み込む予定である。 

・SS 英語Ⅰ 

課題研究における先行研究調査に英語論文を活用する力を育成するために，英語論文の要

旨作成等の演習に取り組む英語論文講読を行うために設置した。英語で発表するという最終

目標があるためか，生徒が意欲的に取り組んでいる様子が見られる。 

・SS 物理，SS 化学，SS 生物，SS 地学 

科目選択制にすることで，研究活動に必要となるより専門的な知識を，大学の専門家による

特別講義等も実施しながら，カリキュラムの内容を超えて学ぶために設置した。選択科目に関

わらず，実生活，実社会における事象を対象として教科・科目の領域を横断して科学的な視点

から学習して，課題探究の内容の基礎知識とすることができた。さらに、専門的な実験なども

取り入れていき，課題探究の深化へ繋げていく予定である。 

 

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

学 科 
第 1 学年 第２学年 第３学年 

対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

理数科 SS 研究Ⅰ １ SS 研究Ⅱ １ 
SS 研究

Ⅲ 
１ 

理数科 
全員 

普通科 
理数科 
共通 

探究基礎 １ 
課題探究 ２ 

なし 
理数科 
普通科 
全員 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ １ 

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ １ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ １ 

「探究基礎」と「課題探究」で行っている探究をより高度な内容に深化させるため，「データサ

イエンス」の時間で検定手法と先行研究調査を扱った。また，「現代の国語」の時間には研究デザ

インポスターの作成と発表を扱うなど，他教科と連携しながら内容の充実を図っている。理数科に

ついては，さらに「SS 研究」などの SS を付した科目では，テーマ設定に関わる理科的な体験を充

実させることで，自然科学への関心を高めることに成功している。また、プレゼンテーションにつ

いても多くの科目で扱っていることから，大学等の先生方から本校の生徒の発表能力の高さについ

て賞賛を得ることができた。今後は，単元配列表をもとにして教科等横断的な取組をさらに増やし

ていきたい。 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

研究開発ﾃｰﾏⅠ～Ⅲについて令和６年度の具体的な研究事項･活動内容を，研究計画の項目ごとに示

す。 
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Ⅰ「旭西ｶﾘｷｭﾗﾑ」の実践と評価を一体化した，ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの実現 
研究計画の項目･事業名 令和６年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 探究基礎 

普通科･理数科  １年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（旭山動物園） 
･生徒研究発表･交流会における「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」の発表 

ｲ ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ 
普通科･理数科  １年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･探究基礎「研究ﾃﾞｻﾞｲﾝ」の単元と連動 
･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾃｽﾄの作成と実施 
･ﾃﾞｰﾀ分析における外れ値についての特別講座 

北海道大学 教授 行木孝夫 氏 
ｳ ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ 

普通科･理数科 １･２年次 
通年（各１単位 or 計２単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ（薬物乱用防止講話）の実施 

ｴ 課題探究 
普通科･理数科  ２年次 
通年（２単位） 

･全 64 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･普通科課題探究中間報告会，ﾒﾝﾀｰ･TA による支援 
･生徒研究発表･交流会における口頭･ﾎﾟｽﾀｰ発表 

ｵ 生徒参加型 SSH ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 
普通科･理数科 １･２年次 

･SSH 講演会「数学が社会で果たしている役割」 
北海道大学 教授 井ノ口順一 氏 

･すずらん塾 演題「夢への挑戦回り道は Positive
に!!」 

外航ﾗｳﾝｼﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 横澤祥子 氏（本校卒業生） 
※両講演会とも，講演会後に座談会の実施 

ｶ ＳＳ研究Ⅰ 
理数科１年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･地域巡検Ⅰ･Ⅱ・Ⅲ（ﾚﾎﾟｰﾄ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの作成） 
･研究課題提案会，課題研究ﾁｰﾑ編成，研究課題検討会 

ｷ ＳＳ研究Ⅱ 
理数科２年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題研究中間報告会（７月，11 月）２回実施 
･課題研究基礎実験，課題研究英訳作業 

ｸ ＳＳ研究Ⅲ 
理数科３年次 
通年（１単位） 

･全 32 ｺﾏ（１ｺﾏ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題研究英語ﾎﾟｽﾀｰ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝの作成 
･理数科課題研究英語ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ 

ｹ ＳＳ特別講座 
理数科１･２･３年次 

･半導体講座（理数科２年） 
･英語ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ講座（理数科３年） 
･英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講座（理数科２年） 
･研究ﾃｰﾏ相談会（理数科１年） 
･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ特別講座（理数科１年） 
･住まいの温・涼ﾃﾞｻﾞｲﾝ探究講座（理数科１年） 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成ｼｽﾃﾑの研究開発 
研究計画の項目･事業名 令和６年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 科学系部活動の推進 ･令和６年度高文連上川支部理科研究発表大会 

              （物理部･生物部･化学
部） 
･令和６年度高文連全道理科研究発表大会 
              （物理部･生物部･化学
部） 
･日本動物学会第 95 回長崎大会 2024（生物部） 
･日本金属学会 2025 年春期第 176 回講演大会高校生ﾎﾟｽﾀ
ｰｾｯｼｮﾝ発表高校･高専学生ﾎﾟｽﾀｰｾｯｼｮﾝ（物理部・化学
部） 

ｲ ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ ･旭川学生の科学展 2025（生物部･化学部） 
･ﾈｲﾊﾟﾙ深川主催事業「遊んで・学んで・ｻｲｴﾝｽ」（物理
部） 
･わくわくｻｲｴﾝｽ in 科学館（物理部･生物部･化学部） 
･ｻｲｴﾝｽﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（旭川市立近文小学校 2 年生向けの実験教
室） 
･旭川市冬まつり支援事業 
「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2025」 

（普通科・理数科２年生課題探究 10 ﾁｰﾑが参加） 
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ｳ 国際科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ， 
科学の甲子園への参加 

･数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ（２名） 
･科学の甲子園（３ﾁｰﾑ計 18 人） 

ｴ ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ ･ｻｲｴﾝｽﾂｱｰ 美瑛町白金      本校生徒 14 名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ 旭川医科大学 

本校生徒 27 名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ２名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ 北海道教育大学旭川校 

本校生徒８名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ２名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅢ 旭川医科大学 

本校生徒６名，ｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ２名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅣ 札幌市立大学  

※講師と日程調整ができなかったため中止 
ｵ 大学研修 ･道外大学研修（筑波大，国立産業技術総合研究所， 

東京大，慶応大，明治大，東京海洋大）  25 名参加 
･道内大学研修 

北海道大学研修（農学，工学，獣医学， 
人獣共通感染症国際共同研） 21 名参加 

旭川市立大学研修（保健福祉学部看護学部）   24 名参加  
旭川医科大学研修（解剖学，先進医工学，先端医科

学）14 名
参加 

ｶ 科学ｺﾝﾃｽﾄ，学会， 
国際的な研究交流への参加 

･各種ｺﾝﾃｽﾄへの応募,ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑへの参加案内（計 77 件） 
･SSP+（Super Scientist Program Plus）への参加１名 
･北海道大学主催探究初歩講座への参加２名 

ｷ ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ（SSH）の活用 「西高 SS ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ」表彰 
探究部門１名･理数部門１名 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成ｺﾝｿｰｼｱﾑの構築 
研究計画の項目･事業名 令和 6 年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 他の高校を加えた課題研究発表会

の開催 
･SSH 課題研究英語発表会での旭川東高校参加 
･道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2024 実施 

旭川市内高校４校，上川管内高校１校 
研究発表･交流会 

ｲ 旭川市との探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ及び 
対話集会の共創 

･課題発見ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ（旭山動物園） 
･旭川ｳｪﾙﾋﾞｰｲﾝｸﾞｺﾝｿｰｼｱﾑ主催 合同成果発表会 
･あさひかわみらい会議主催 まちなかｷｬﾝﾊﾟｽ 2024 
･旭川ﾐﾗｲｻﾐｯﾄ～Youth,be ambitious～ 
･ASAHIKAWA TEENS EXPO 
･旭川市冬まつり支援事業 
「ﾋｶﾘ輝け！Snow Town in Tokiwa2025」 
･西高ｺﾝｿｰｼｱﾑの設立 

ｳ 北海道教育大学旭川校と高大を 
接続した探究ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの共創と 
ｶﾘｷｭﾗﾑ接続 

･４年生教職実践演習に本校探究活動支援 
ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ（TA）選択ｺｰｽ設置（５年目） 

受講生徒：４年生８名 聴講生徒：３年生１名 
ｴ ｻｲｴﾝｽｼﾞｭﾆｱﾄﾞｸﾀｰ ･大学教授による出前講座「ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰ」への参加希

望を募った。 
･本校 Web ﾍﾟｰｼﾞで登録 12 名 
（内訳）中学３年生 ４名 
    中学２年生 ６名 
    中学１年生 ２名 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅠ 中学２年生 ２名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅡ 中学２年生 ２名参加 
･ｻｲｴﾝｽｾﾐﾅｰⅢ 中学１年生 １名参加 
       中学２年生 １名参加 計２名参加 

ｵ ｻｲｴﾝｽﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ ･北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ（HISF）と併せて開催 
（会場：北海道札幌啓成高等学校，札幌日大高等学
校） 

ｶ ｻｲｴﾝｽﾘﾝｸ協議会 ･校長分科会･主担当者分科会（課題の共有と情報交換）  
ｷ 教員研修 ･SSH 情報交換会 

 ﾃｰﾏ「大学等他機関・卒業生の活用事例」 
･北海道立教育研究所「理数探究ｾﾐﾅｰ」 
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･北海道総務部行政局 
 「情報公開・個人情報保護事務研修会」 
･未来創造探究ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ｢探究型授業研修会｣ 
･教員研修は２回実施 
①「令和６年度旭川西高等学校 SSH 第Ⅲ期の概要と
今年度の課題」について，年度始職員会議にて研究
開発ｸﾞﾙｰﾌﾟから事業内容についての説明 
②「生徒の特徴と課題にあわせた評価方法」につい
て，グループ協議 

ｸ 評価方法の研究 ･Google Forms による自己評価･相互評価の効率化 
･ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽﾃｽﾄの実施 
･Ｚ会ｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ基礎学力ｱｾｽﾒﾝﾄｼﾘｰｽﾞ LIPHARE 
 「課題発見･解決能力ﾃｽﾄ」の実施 
･１年次は標準，２年次は応用ｺｰｽによる効果測定 

ｹ ICT を活用した成果の普及 ･探究学習・STEAM 教育ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ「ｻｲｴﾝｽﾃｨｰﾑ」 
･ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙにおける探究授業･発表会の様子，SSH 事
業の概要を動画で紹介 
･教員研修における研究論文･ﾎﾟｽﾀｰ等成果物の活用 

  

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

研究開発テーマⅠ～Ⅲについて，令和６年度取組の実施による成果とその評価は次の通りである。 

Ⅰ 旭西の実践と評価を一体化した,カリキュラム・マネジメントの実現 

・探究基礎：課題発見フィールドワークにおいて，１回目から旭山動物園にて活動することで,生

徒がこれまでよりも質の高い疑問や課題を発見することができた。理数科では,バックヤード見

学を行うことで，生徒が地域巡検Ⅲの際に具体的な疑問や課題を持った状態で参加できていた。

また,生徒が探究活動を行う際に使用する「研究デザイン」の作成において，TA や理数科３年次

生メンターに相談できる機会を創出することで，生徒は過去の優れた探究活動の手法等を学ぶこ

とができた。研究プラン作成では，生徒がロイロノートを活用してデータや写真を共有しながら，

効率良く協働作業を行う手法を学ぶことができ，研究チーム形成や研究テーマ設定の充実に繋が

った。 

・データサイエンス：「数学Ⅰ」で扱うような統計学的内容について，表計算ソフトウェアの関数

を用いた計算及び表やグラフの作成によるデータ分析実習を行い,生徒は，データから課題を発

見する力が身に付いた。また，地域の企業との連携により,地域経済分析システムを活用した分

析方法や表現方法を学んだり，大学との連携による講演では，実例をもとにしながら外れ値を扱

うことを通して、「検証する力」を身に付けることができた。実施後，生徒から「探究活動に生

かせる」という実感を得たとの声もあり，データ活用への意識が高まったと考えられる。 

・ライフサイエンス：「薬物乱用防止講話」等で，外部人材を活用して対話型の学習プログラムを

実施することで，生徒は「議論する力」「貢献する力」を身に付けることができた。 

・課題探究：普通科２年次「課題探究中間報告会」を例年より早めて７月に実施したことで，生徒

は，報告会で受けた指摘等を吟味することができ，研究の質を向上させることができた。報告会

では，研究手法や調査活動，今後の方向性などをポスターにまとめ発表することで，企業，市役

所，地域の方々，卒業生，北海道教育大学旭川校の学生，運営指導委員，研究協力者，近隣高校

教諭から高い評価を得ることで，地域との共創へと発展した。生徒は「結論を導く力」「表現す

る力」「要点を整理する力」「探究し続ける心」を身に付けることができた。また，理数科だけ

ではなく普通科も根拠となる実験のデータを用いて研究論文を作成したことで，普通科の発表に

おいて，発表内容，プレゼンテーションの質の向上が見られた。生徒は「結論を導く力」「表現

する力」「要点を整理する力」「探究し続ける心」を身に付けることができた。 

・生徒参加型 SSH シンポジウム：令和６年度はシンポジウムを２回実施し，それぞれについて外部

人材による対話型講演及び講演後の座談会を実施した。生徒は「課題を見出す力」「議論する力」

「異文化や多様性を理解する心」を身に付けることができた。 

・ＳＳ研究Ⅰ～Ⅲ：双方向オンラインを活用した研究活動を実施することで，生徒は「議論する力」

「マナー，モラルを守る心」が身に付いた。「課題研究英語発表会」では，北海道旭川東高等学

校の代表生徒が口頭発表と発表会を参観し，本校生徒と交流を図った。他校の生徒から刺激を受

けた本校生徒は，「探究し続ける心」が向上した。北海道大学人獣共通感染症国際共同研究所か
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らﾏﾘｱﾑｻﾆﾗｳｪﾙ氏を講師に招き，「メタゲノム次世代シーケンスの力を活用したウイルス探査」に

ついて英語での講話を実施し，生徒は「異文化や多様性を理解する心」学ぶことができ，本校教

員も科学英語における発表の手法等を学ぶことができた。 

・ＳＳ特別講座：例年行っている講座の他に，近年注目を集めている半導体に関する講座を行った

そのことで、生徒は自身のキャリア形成のために，必要な能力や態度を身に付けることができた。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

・科学系部活動の推進：発表実績として，日本動物学会第 95 回長崎大会 2024 にてポスター発表を

行った。また，日本金属学会 2025 年春期第 176 回講演大会高校生ポスターセッションにて口頭

発表を行う予定。 

・サイエンスボランティア：理科部が「旭川学生の科学展」「わくわくサイエンス」「遊んで・学

んで・サイエンス」に参加，普通科２年次課題探究チームが旭川市冬まつり支援事業「ヒカリ輝

け！Snow Town in Tokiwa2025」に参加した。また，旭川市立近文小学校における実験教室を実

施し，アシスタントは普通科生徒 23 名が参加した。昨年度から継続して実施したが，参加生徒

が増えるとともに，アシスタントの質も向上したことにより，参加された小学校関係者からよい

評価を得た。 

・国際科学オリンピック，化学の甲子園への参加：数学オリンピック（２名），科学の甲子園（３

チーム）が参加した。 

・サイエンスセミナー：サイエンスツアーを１回，サイエンスセミナーを３回実施した。 

・大学研修：道外大学研修は，筑波大学，国立産業技術総合研究所，東京大，慶応大，明治大，東

京海洋大で，道内大学研修は，北海道大学，旭川医科大学，旭川市立大学で実施できた。 

・科学コンテスト，学会，国際的な研究交流への参加：GoogleClassroom「トビダセ！西高生」を

作成し、本校に届いた各種コンテストへの応募,シンポジウムへの参加案内など計 77 件を生徒へ

周知した。特に、探究活動を応募できる形式のコンテストを１年次のうちから周知することで、

探究活動のテーマを設定する際の参考にすることができた。また、SSP+（Super Scientist 

Program Plus）への参加１名、北海道大学主催探究初歩講座への参加２名となり、外部への発表

だけではなく、外部との研究交流を始めることができた。 

・ポートフォリオ(SSH)の活用：Google アカウントを活用して Google ドライブにデータを保存し

共有機能を活用した。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

・他の高校を加えた課題研究発表会の開催：７月の英語発表会において旭川東高校の研究チームが

ステージにおける口頭発表の参加を皮切りに，２月「道北圏探究フォーラム 2024」を開催し，合

計４校が参加した。「道北圏探究フォーラム 2024」において，今年度新たに口頭発表の最後に生

徒間の座談会を企画した。生徒間での話題の中で，各々の探究にかける考え方などを共有できた

ことは有意義であったと考えられる。参加した教員間においても，同様の意見が多かったことも

あり，道北圏のＳＳＨ拠点校として今後も継続していく必要性を感じた。 

・旭川市との探究プログラムおよび対話集会の共創：地域の人材を招き探究型の授業を実施。北海

道地図株式会社，あさひかわみらい会議主催の「まちなかキャンパス 2024」，旭川ウェルビーイ

ング・コンソーシアム主催の「合同成果発表会」，旭川青年会議所主催の旭川市冬まつり支援事

業「ヒカリ輝け！Snow Town in Tokiwa2024」などに参加した。また、「旭川ミライサミット～

Youth,be ambitious～」や「ASAHIKAWA TEENS EXPO」などのまちづくりイベントに参加し、高校

生の考えを発信することができた。 

・北海道教育大学旭川校と高大を接続した探究プログラムの共創とカリキュラム接続：北海道教育

大学旭川校とのカリキュラム接続の取組は今年度５年目で，教育大学４年生８名の受講，３年生

１名が聴講生として参加した。 

・サイエンスジュニアドクター：今年度は 12 名が登録した。 

・サイエンスフェスティバル：札幌啓成高校でサイエンスフェスティバルが開催され，本校普通科

３チーム，理数科３チームが参加した。 

・サイエンスリンク協議会：主担当者分科会は，令和２年度から文書で情報交換した。 

・教員研修：北海道立教育研究所主催「理数探究セミナー」などに参加した。また，SSH 情報交換

会「大学等他機関・卒業生の活用事例」で実践事例を発表し、他の SSH 指定校と課題について協

議した。 

・評価方法の研究：課題発見･解決能力テストについて、現２年次の結果を１年次に実施した結果

と経年比較したところ、課題分析・情報収集力の上昇が見られた。 
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・ICT を活用した成果の普及：探究学習・STEAM 教育ポータルサイト「サイエンスティーム」に、

本校の探究活動の流れと探究基礎で用いているワークシートを掲載した。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

研究開発テーマⅠ～Ⅲの令和６年度における各取組について，研究開発の課題は次の通りである。 

Ⅰ 旭西の実践と評価を一体化した,カリキュラム・マネジメントの実現 

・探究基礎：１単位の他の科目と比較して必要時数が多いことが課題である。よって，現在の目標

を維持しながら、もっと時間数が少ない方法に移行していく。そのため，生成ＡＩの活用につい

て検討していく。 

・データサイエンス：探究活動における統計的な検定手法の取り入れ方が課題である。よって，オ

ープンデータの活用に関する講座について，これまでと同様に北海道地図株式会社と協働するこ

とにより，理数科１年次から継続して実施することをとおして，データを収集･分析し，可視化

するスキルを習得させ，研究活動の質の向上を図っていく。（継続） 

また，地域の大学等と連携し，研究活動への効果的なデータの取り入れ方について学ぶことを通

して，研究活動の質を向上させたい。 

・ライフサイエンス：普通科生徒が選択した探究テーマにおいて、保健に関する内容が入っていな

い年次における対応が課題である。男女差や性教育などのテーマを設定したグループがあれば、

その生徒を講師としてさらに発展させることができたが、今年度はそのようなテーマ設定が無か

った。よって今後は，１･２年次共通科目である利点を活かして，テーマに関して１･２年次が意

見を交流する機会を設定し，年次をまたいだ取組へと発展させることが必要である。 

・課題探究：生徒のテーマ設定が多岐にわたることから、教員だけでは助言することが困難である

ことが課題である。よって，普通科については，外部機関と連携した探究活動を増やす必要があ

る。また，理数科は課題研究の質を高めるために，道内にある理数科設置校との研究交流の機会

を設定予定である。 

・生徒参加型 SSH シンポジウム：講師と生徒の質疑応答や生徒間の対話や意見交流の活性化が課題

である。そのため、シンポジウムのテーマが決まった段階で、そのテーマに関する事前指導の時

間を設定することで、生徒が予備知識を持って参加できる計画とする。 

・ＳＳ研究Ⅰ～Ⅲ：課題探究のテーマ設定方法が課題である。よって，課題探究とのつながりを意

識しながら、理数科１年次～３年次に行っている各種講座の実施時期を見直す必要がある。 

・ＳＳ特別講座：講師謝礼の財源の確保が課題である。よって，大学や企業が行っている出前講座

なども活用し，最先端の研究に触れる機会をさらに増やしていく必要がある。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

・科学系部活動の推進：研究手法や技術の向上及び、研究内容の深化と充実を図ることが課題であ

る。そのため，オンラインを活用し科学系部活動の研究を大学や専門機関と継続的に行うととも

に新規開拓を行う。 

・サイエンスボランティア：参加する機会が少ないことが課題である。地域の小中学生に自然科学

の興味･関心を高める活動をこちらから提案し、参加機会を増やしていく。 

・国際科学オリンピック，科学の甲子園への参加：あくまでも任意参加のため、参加人数が少ない

ことが課題である。そのため、終了後の反省会を参加者以外も含めて行い、参加への心理的なハ

ードルを下げ次年度につなげていく。 

・サイエンスセミナー：開催時期が年度後半に集中していることが課題である。年度当初に時期を

分散させて設定し、希望者が全員参加できるよう周知していく。 

・大学研修：費用が高騰していることが課題である。そのため、前年通りの形式ではなく状況に応

じて開催形態を工夫しながら行う。 

・科学コンテスト，学会，国際的な研究交流への参加：本校が行っている探究活動の年間スケジュ

ールと応募締め切りが合わないことが課題である。そのため、一律に進めることはできないが、

事前にコンテストの内容を教員が把握しておき、募集テーマと研究テーマが一致する場合には、

より積極的に応募させていく。 

・ポートフォリオ（SSH）の活用：表彰対象が複数となり、優劣がつけられなくなる場合が課題で

ある。課外等での活動実績を学校代表として表彰する制度の整備は進めているが、一定の基準を

越えた生徒全員を表彰対象とすることも検討する。 
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Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

・他の高校を加えた課題研究発表会の開催：参加校が増えていないことが課題である。年度当初に

生徒研究発表･交流会，道北圏探究フォーラムの日程と会場を確定し，複数回，市内中学校，市

内高校に事前に案内することで参加を募るとともに，生徒間及び教員間で意見交流や情報交換が

できる機会を設定する。（継続） 

・サイエンスジュニアドクター：募集時期が遅くなり、中学３年生の反応が少なかったことが課題

である。旭川工業高等専門学校や旭川市科学館と連携し、年度当初から募集を始め、年間を通じ

たプログラムの構築を行う。 

・サイエンスフェスティバル：今年度は「さっぽろ雪まつり」と重なっていたため、宿泊代が高騰

していたことが課題であるため、主催者側と日程を検討する。 

・評価方法の研究：本校内の評価にとどまっており、客観性に乏しいことが課題である。他の SSH

指定校で採用されている外部テストを用いた他校比較など、より多面的に生徒の状況を把握して

いく。 

・ICT を活用した成果の普及：公式ホームページからの情報提供が少なかったことが課題である。

行事だけではなく、普段の探究活動の様子などを学校ホームページに掲載し、より多くの情報を

迅速に発信していく。 

・西校コンソーシアムの稼働：今年度設立した「西校コンソーシアム」を活用し，より地域と連携

した質の高い研究活動が実践できるように稼働させ、よりよいコンソーシアムの在り方について

検討していく。 
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❸関係資料 

 

１ 令和６年度 運営指導委員会記録 

 ○第１回運営指導委員会 

 (1) 日 程  令和６年（2024 年）７月 12 日（金）16：00～17：00  

 (2) 場 所  旭川市民文化会館会議室 

 (3) 出席者（敬称略） 

   国立研究開発法人科学技術振興機構         主任専門員  奥谷 雅之 

   運営指導委員 

 北都保健福祉専門学校            校長     林 要喜知 

 北海道大学大学院工学研究院        准教授    内田  努 

 北海道教育大学旭川校           教授     永山 昌史 

   ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

 北海道教育庁学校教育局高校教育課高校教育指導係  指導主事   林  徹也 

 北海道立教育研究所            研究研修主事 杉本  修 

 北海道教育庁上川教育局教育支援課高等学校教育指導班 主任指導主事 佐藤  健 

   本校教職員 

 津嶋 拓慈（校長），叶内  保（教頭），小柳 祐一（事務長）， 

 大西 真一（教諭），小玉 昌宏（教諭） 

 (4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 

  ｳ 自己紹介 

  ｴ 協議･説明  「第Ⅲ期事業計画について」 

  ｵ 運営指導委員からの指導･助言 

・予算について、同窓会などの外部機関へ依頼することができないだろうか。継続性を解決する

ことができれば、クラウドファウンディングの活用も有用ではないか。 

・探究型の活動を通じて、西校の特色をどのように発揮しどのような生徒像を育てるのか、教員

の間でｺﾝｾﾝｻｽをつくることが必要ではないか。 

・課題研究で、わかりやすい成果が出なかった場合でも、それがなぜ出なかったのかを捉えるこ

とができれば、複数の道筋のうちのひとつを否定したという成果となる。 

 

 ○第２回運営指導委員会 

 (1) 日 程  令和６年（2024 年）12 月 11 日（水）16:00～17:00 第１部 

        令和６年（2024 年）12 月 12 日（木）16:00～17:00 第２部 

 (2) 場 所  第１部 本校小会議室  第２部 文化会館会議室 

 (3) 出席者（敬称略） 

   運営指導委員 

 北都保健福祉専門学校            校長     林 要喜知 

 北海道大学大学院工学研究院        准教授    内田  努 

 北海道教育大学旭川校           教授     永山 昌史 

 旭川医科大学            教授     伊藤 俊弘 

 旭山動物園      統括園長   坂東  元 

   ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 

 北海道立教育研究所教育課題研究部     主査     堺  庸充 

 北海道立教育研究所教育課題研究部     研究研修主事 池浦真奈美 

 北海道教育庁学校教育局高校教育課高校教育指導係  指導主事   林  徹也 

 北海道教育庁上川教育局教育支援課高等学校教育指導班 主任指導主事 佐藤  健 

   本校教職員 

 津嶋 拓慈（校長），叶内  保（教頭），小柳 祐一（事務長）， 

 大西 真一（教諭），小玉 昌宏（教諭），田中  恒（教諭） 

(4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 
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ｳ 協議･説明「生徒研究発表･交流会について」「次年度に向けた SSH 事業の改善点について」 

  ｴ 運営指導委員からの指導・助言 

・１年次のテーマ設定において，アイデアが多様でよかった。事前資料としてタイトルだけでも

情報が欲しかった。 

・２年次のテーマにおいて，統計処理については有意の差か否かの踏み込みがない発表があった。 

・質疑の時間が不足しているときがあったので、ディスカッションの時間も大切にしたほうがよ

い。 

・今後は、生成 AI との関わり方を定めていく必要がある。 

 

２ 課題研究評価ルーブリック 

 

三つの力と

一つの心

探究する力

（課題を見出す力

，検証する力）

探究する力

（結論を導く力，結論を

活用する力）

対話する力

（表現する力）

対話する力

（議論する力）
自律して活動する心

　　養う力

　　　と心

  評価

発表の技術について

スライド、声の大き

さ、話し方、目線、身

振り手振りなど

質疑応答での対応
探究活動に対する熱意

ワクワク感

S

4点

研究目的，仮説，検

証方法まで科学的に

確立されており，研

究に一貫性がある

仮説を検証するため

に情報やデータを収

集し，論理的な分析

によって新たな課題

を見出している

発表に工夫を凝らし，

全員が聴衆に目を向

け，研究内容がとても

わかりやすい発表だっ

た

問題点を明確にして

論理的に議論を進め

ることで理解を深め

ることができる

探究活動に対する高

い熱意が感じられ，

研究を継続しようと

する意志が感じられ

た

A

3点

研究目的，仮説，

検証方法が確立さ

れ，研究に一貫性

がある

仮説を検証するた

めに情報やデータ

を収集し，論理的

に分析している

全員が聴衆に目を向

け，研究内容がわか

りやすい発表だった

問題点を明確にし

て議論することが

できる

探究活動に対する

熱意が感じられた

B

2点

研究目的，仮説，検

証方法が確立されて

いるが一部ずれてい

るところがある

仮説を検証するため

に情報やデータを収

集しているが，論理

的でない。

発表の際に原稿に目を

落とす者がおり、研究

内容がわかりにくい発

表だった

問題点が不明確にな

ることがあるが，議

論することができる

探究活動への熱意が

あまり感じられな

かった

C

1点

研究目的はあるが仮

説と検証方法に一貫

性がなく、研究内容

がわからない

情報収集，分析が十

分でない

発表の際に原稿に目を

落とす者がおり，研究

内容が理解できない発

表だった

問題点を明確にして

議論することができ

ない

探究活動への熱意が

全く感じられなかっ

た

研究の内容について
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３ 令和６年度 課題研究テーマとその評価一覧 

 ○最優秀チームポスター 

   
 理数科 ブランコをどこまでこげるのか？    普通科 美瑛のバスタイムキーパーに俺はなる！ 

 

 ○課題探究チーム一覧 

評価項目① 探究する力（課題を見出す力，検証する力） 

評価項目② 探究する力（結論を導く力，結論を活用する力） 

評価項目③ 対話する力（表現する力） 

評価項目④ 対話する力（議論する力） 

評価項目⑤ 自律して活動する心 

 

 

 
 

理数科課題研究
助言者による評価

評価
項目
①

評価
項目
②

評価
項目
③

評価
項目
④

評価
項目
⑤

合計

ブランコをどこまでこげるのか？ 3.56 3.44 3.11 3.56 3.67 3.47

糸状菌の菌種の違いによる生分解性プラスチックの分解能
力の差について（第３報）

3.11 3.22 3.22 3.33 3.78 3.33

除草剤の効果を弱める方法について 3.22 3.22 3.33 3.11 3.33 3.24

旭川市周辺に分布するミゾソバの葉緑体ゲノムの解析(第
９報)

3.11 3.11 3.33 3.22 3.44 3.24

水耕栽培における菌根菌の効果について 3.11 2.78 3.11 3.22 3.22 3.09

ストームグラスの解明 3.00 2.67 3.33 3.22 3.11 3.07

シャボン液の各成分割合の違いによる表面張力の変化 2.89 2.78 3.22 3.22 3.11 3.04

ビュフォンの針を用いた円周率の近似 3.22 3.11 2.78 2.89 2.89 2.98
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普通科課題研究
生徒による相互評価

評価
項目
①

評価
項目
②

評価
項目
③

評価
項目
④

評価
項目
⑤

合計

美瑛のバスタイムキーパーに俺はなる！ 3.74 3.56 3.73 3.71 3.74 3.70

旭川家具でかさばった傘をかっさらう！ 3.71 3.57 3.69 3.67 3.76 3.68

旭川を盛り上げよう！～旭川市で魅力的な公共施設を作る
～

3.66 3.54 3.76 3.65 3.75 3.67

カラスの被害を枯らす！ 3.55 3.63 3.68 3.64 3.79 3.66

文字なしピクトグラムで外国人にマナーを伝えよう 3.73 3.48 3.73 3.57 3.68 3.64

皮まで食べられるの？そんなバナナ！？ 3.74 3.44 3.64 3.64 3.68 3.63

米飴を広めてお米の消費量を増やそう！ 3.63 3.45 3.73 3.52 3.71 3.61

フルーツの皮でLet's remake！ 3.62 3.48 3.66 3.52 3.64 3.59

みんなで自分を変えてかなーい？ 3.54 3.38 3.70 3.48 3.82 3.58

NISHI'S コンソメ 3.58 3.39 3.70 3.55 3.67 3.58

花を捨てるなんて甚だしい 3.55 3.40 3.70 3.50 3.73 3.58

キャベツでキャーベツ人！～キャベツ肌になろう～ 3.55 3.60 3.60 3.50 3.59 3.57

落枝で環境問題を解決したい！ 3.60 3.49 3.58 3.45 3.68 3.56

うちらのお菓子に癒やされてみたくなぁ～い？？ 3.62 3.40 3.61 3.44 3.67 3.55

海水農業で陸の豊かさを守ろう！！ 3.66 3.69 3.35 3.43 3.59 3.54

チョークをリサイクルしよう！ 3.58 3.49 3.53 3.53 3.56 3.54

朝食を抜いて超ショック！～質の良い朝食を提案して広め
よう！～

3.59 3.36 3.64 3.40 3.64 3.52

カーシックでシックシク 3.52 3.36 3.64 3.47 3.62 3.52

災害時に快適な段ボール枕を作ろう 3.57 3.33 3.54 3.54 3.60 3.52

最強の自習室を創ろう！ 3.56 3.34 3.53 3.48 3.65 3.51

モビールで大人の睡眠を促す 3.60 3.34 3.58 3.44 3.58 3.51

勉強前のストレッチによる効果 3.58 3.32 3.60 3.51 3.52 3.51

香りを変えて勉強効率をあげよう！ 3.54 3.34 3.59 3.42 3.58 3.50

西高のキャラクターを作ろう！ 3.54 3.20 3.67 3.38 3.60 3.48

購買を通して西高を活性化させよう！！ 3.49 3.37 3.48 3.40 3.51 3.45

ヘアオイルの購買意欲を高める 3.47 3.13 3.58 3.40 3.59 3.43

旭川で取れた栄養のある野菜を食べてほしい 3.50 3.28 3.40 3.35 3.54 3.41

学校の悪臭環境を改善しよう！ 3.42 3.40 3.28 3.39 3.52 3.40

お酢を若者若者に広めよう！ 3.44 3.22 3.43 3.36 3.46 3.38

授業中の眠気改善方法 3.47 3.20 3.38 3.26 3.41 3.34

見たい夢を見るには 3.46 3.13 3.36 3.29 3.45 3.34

効率の良い暗記方法を知ろう！ 3.35 3.14 3.38 3.35 3.34 3.31

Correct  Japanese ～正しい日本語を広めよう～ 3.11 3.16 3.33 3.31 3.40 3.26
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４ 令和６年度 課題研究研究協力者一覧 

 

旭川医科大学 助教 春見 達郎 

旭川医科大学 准教授 室崎 喬之 

北海道教育大学旭川校 准教授 辻栄 周平 

北海道地図 総合技術センターシステム開発グループ 小坂 啓太 

旭山動物園 飼育展示係教育担当 佐賀 真一 

日本醤油工業株式会社 取締役工場長 深作 昌士 

株式会社アプトルーム 代表取締役 児島 健太 

有限会社スタジオニプロール ディレクター 安食 真 

大雪地ビール株式会社 醸造部 高木ドルフ 里樹 

高野山真言宗 旭山寺 渋谷 智子 

株式会社 SUN 取締役グラフィックデザイナー 坂井 寿香 

旭川ガス 橋口 新平 

株式会社カンディハウス旭川 経営管理本部 リーダー 高森 美奈子 

昭和木材株式会社 高橋 健太郎 

旭川市環境部環境総務課 ゼロカーボンシティ担当課長 安富 一紀 

旭川市教育委員会 加藤 大輔 

谷口農場直売店「まっかなトマト」 

みなみなファーム 

旭川市下水処理センター バナナ館 

旭川市観光スポーツ部観光課 

旭川西高購買部 

北欧雑貨 SUNUSU 

旭川市役所 公共施設マネジメント課 今野 修 

グラース株式会社 早川 舞 

美容室 URU 樋口 一枝 

北海道農協青年部協議会 会長 牧 清隆 

旭川市防災安全部防災課 村上 広明 

旭川市防災安全部防災課 鷲見 健 

株式会社片桐紙器 西田 司朗 

道北バス株式会社 営業部次長 箕浦 克之 

 

【西高ｺﾝｿｰｼｱﾑ関係】 

旭川市観光スポーツ部次長・観光課長 白木 義宏 

旭川市経済部企業立地課 上野 聡 

一般法人旭川青年会議所 理事長 北﨑 悌綱 

一般法人旭川青年会議所 副理事長 及川 雄太 

一般法人旭川青年会議所 理事 桑野 紗耶加 

旭川工業高等専門学校人文理数総合科 教授 濱田 良樹 

旭川ユネスコ協会 会長 林 朋子 

旭川農政部農業振興課 課長 杉山 利勝 

旭川市立大学 地域連携研究センター事務室 村井 理 

旭川ウェルビーイングコンソーシアム 事務コーディネーター 幡司 正人 
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５ 課題発見・解決能力アセスメントテスト「LIPHARE」 (Z-KAI) 結果    ～令和５年度入学生 

(1) 評価基準 

 
  (2) 令和 5 年度入学生のアセスメント結果  (評価別分布)                               (人) 

 
 

 

与えられたテーマに対して課題を設定することができる。情報を適切に理解し
た上で適切な論点を設定し、周囲を活用し、周囲にも貢献しながら社会的な
課題を解決することができる。

与えられたテーマに対して課題を設定することができる。情報を適切に理解し
た上で適切な論点を設定し、周囲を活用しながら主体的に社会的な課題を解
決することができる。

指定された課題に対し情報を理解して適切に論点を見出し、周囲からのサ
ポートを得ながら、主体的に身近な課題を解決することができる。

指定された課題に対し論点を見出し、周囲からのサポートがあって、はじめて
身近な課題を解決することができる。

CAN-DO Statements

与えられたテーマに対して概ね適切な課題を自ら設定することができる。選
択した情報をもとに複雑な課題の本質を見極め、適切な論点を見出し、周囲
を活用・貢献しながら課題を解決することができる。

70点以上

40点以上

40点未満

75点以上

50点以上

25点以上

25点未満

C1（熟達した学習者）

B2（自立した学習者）

B1（自立した学習者）

A2（基礎段階の学習者）

A1（基礎段階の学習者）

得　　点

応用テスト
(2年次)

与えられたテーマに対して適切な課題を自ら設定することができ、選択した情
報をもとに複雑な課題の本質を見極め、適切かつ独自の論点を見出し、周囲
を活用・貢献しながら効果的な課題解決方法を創造・実行することができる。

標準テスト
(1年次)

＜評　　価＞

C2（熟達した学習者）

評価

1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次 1年次 2年次

C2

C1 46 140 29 62 97 35

B2 114 43 60 66 87 70

B1 111 25 147 4 83 66 68 42 125 1 115 46

A2 72 2 35 0 79 32 105 0 58 0 52 36

A1 4 5 25 11 1 20

＊ 0 0 0 0 0 0 3 17 3 2 0 0

合計 187 187 187 187 187 187 187 187 187 187 187 187

論理を構築する
力

多様性受容能力 論文作成技術
意見を構築する

力
課題分析・情報

収集力
総合
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６ 令和４年度 入学者教育課程表（令和６年度３年次） 

普通科 

  

理数科 

  

 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3 3

4

3

2 2

2

2

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ 2

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ 3

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

○ 物 理 研 究 2

○ 化 学 研 究 2

○ 生 物 研 究 2

○ 地 学 研 究 2

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

○ ス ポ ー ツ Ａ 2

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

○ 芸 術 Ａ 2

○ 芸 術 Ｂ 2

□２ 0～2

▲2 0～2

書 道 Ⅲ

0～2

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ

工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

美 術 Ⅲ

0～2

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅰ
芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ 0～2

音 楽 Ⅱ

音 楽 Ⅲ

1 2

▲2 0～2

▲2 0～2

保健
体育

体 育 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

2 7

保 健

▲2 0～2
▲2 0～2

▲2 0～2

地 学 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2
地 学

2

生 物 △２ ※４ 0～6
生 物 基 礎

2

化 学 □２ ▲４ 0～6
化 学 基 礎

物 理 △２ ※４ 0～6

0～2
科 学 と 人 間 生 活

■2

0～2
◇３ 0～3

物 理 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2

2

数 学 Ｃ ◎２ 0～2

2

数 学 Ｂ 2

4

数 学 Ⅲ ◇３ 0～3

3

数 学 Ⅱ 4
数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

◎２

0～2

0～2
■2 0～2

公
　
民

公 共

政 治 ・ 経 済 〇２　△２ ▽２

■2

※■4 0～4
2

倫 理 〇２　△２ ▽２ 0～2

2
日 本 史 探 究 ※■4 0～4

2
地 理 探 究 ※■4 0～4地

理
歴
史

地 理 総 合 2

歴 史 総 合 2

世 界 史 探 究

古 典 探 究 2 2 4
国 語 表 現

4
文 学 国 語 ◎2＋▽2＝４ 0～4
論 理 国 語 2 2

2
言 語 文 化 2

国
語

現 代 の 国 語

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

2

学年

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

○ 実 践 英 語 2

○ 発 展 英 語 3

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2 1

2

○ データサイエンス 1 1
1

２～５

家庭 2～8

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2

・

・

・

・

・

・

・

・

・

▲の選択について、物理研究・化学研究・生物研究・地学研究から２科目を履修する、または、

スポーツＡ・フードデザイン・芸術Ｂから２科目を履修する、または化学を履修する

文学国語は◎▽両方で選択し必ず４単位を履修する

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない。

3

（ 名 称 ）

合　　　　　　　　　計 31 31 29 91

総 合 的 な 探 究 の 時 間
３～６

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 0 0 0～2 0～2

学校設定教科に関する科目の計 1 2 0 3

1

2 2

各学科に共通する各教科・科目の計 30 29 27～29 86～88

○探究

フ ー ド デ ザ イ ン ▲2 0～2

理
数

理 数 探 究 基 礎
理 数 探 究

1

1

情 報 Ⅱ
情
報

情 報 Ⅰ

▽２ 0～2

家
庭

家 庭 基 礎 2

家 庭 総 合

◇３ 0～3

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

□２ 0～2

4 4
論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2

3
英語コミュニケーションⅡ 4 4

外
　
　
国
　
　
語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅢ

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

（ ） 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3

4

3

2

2

2

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2

2

○ データサイエンス 1 1

情
報

情 報 Ⅰ 1 1

1

情 報 Ⅱ

6

〇２ △2 0～2

家
庭

家 庭 基 礎

6

外
 

国
 

語

2

家 庭 総 合

5

6 6

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ 0～2
工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

0～2
美 術 Ⅱ

0～2
音 楽 Ⅱ

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

1 2

2 7

保 健
保健
体育

体 育 2

地 学

地 学 基 礎

生 物

生 物 基 礎

化 学

化 学 基 礎

△2 0～2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

数
　
　
　
　
学

物 理 基 礎

物 理

数 学 Ｃ

数 学 Ｂ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

数 学 Ⅱ

数 学 Ⅰ

0～2
△2 0～2

2

倫 理 〇２ △２ 0～2
政 治 ・ 経 済 〇２ △２ 0～2

△4

公
　
民

公 共

△2

地
理
歴
史

地 理 総 合 〇２ △２ 2
地 理 探 究 △4

0～4
世 界 史 探 究 △4 0～4

0～4
歴 史 総 合 〇２ △２ 2
日 本 史 探 究

0～4
国 語 表 現

古 典 探 究 2 2 4

2
言 語 文 化 2
論 理 国 語 2 2 4国

語

現 代 の 国 語

文 学 国 語 〇２ △２

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

2

学年

類型

1

２～５

５～９
８～12

３～８

３～10

３～10

３～10

３～10

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6
○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5
○ Ｓ Ｓ 物 理 ３～６

○ Ｓ Ｓ 化 学 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 生 物 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 地 学 ３～６

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2
○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ 1 1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1
○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

１年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」,「理数化学」,「理数生物」，「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」,「SS化学」,「SS生物」,「SS地学」を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する。
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する。
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する。

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

3

合　　　　　　　　　計 31 31 29 91

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1

総 合 的 な 探 究 の 時 間
３～６

（ 名 称 ）

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9 10 12 31

学校設定教科に関する科目の計 2 3 1 6

各学科に共通する各教科・科目の計 20 18 16 54

1

1 1
○スー
パー

サイエンス
(SS)

1

2 2

1 1

○探究

α 2 β 1 β 3 γ　◆0～1

理
　
　
　
　
　
数

0～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

α 2 β 1 β 3 γ　◆0～1 0～6

5
6 6

5 5

理 数 地 学
理 数 生 物
理 数 化 学
理 数 物 理
理 数 数 学 特 論
理 数 数 学 Ⅱ
理 数 数 学 Ⅰ
理 数 探 究

理
数

理 数 探 究 基 礎

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

（ ） 

2
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７ 令和５年度 入学者教育課程表（令和６年度２年次） 

普通科 

  

理数科 

  

 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3 3

4

3

2 2

2

2

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ 2

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ 3

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

○ 物 理 研 究 2

○ 化 学 研 究 2

○ 生 物 研 究 2

○ 地 学 研 究 2

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

○ ス ポ ー ツ Ａ 2

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

○ 芸 術 Ａ 2

○ 芸 術 Ｂ 2

国
　
語

現 代 の 国 語

計
科目・標準単位数

2
言 語 文 化

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

2
4

文 学 国 語 ◎2＋▽2＝４ 0～4
論 理 国 語 2 2

古 典 探 究 2 2 4
国 語 表 現

地
理
歴
史

地 理 総 合 2

歴 史 総 合 2

世 界 史 探 究

2
地 理 探 究 ※■4 0～4

2
日 本 史 探 究 ※■4 0～4

※■4 0～4
2

倫 理 〇２　△２ ▽２ 0～2公
　
民

公 共

政 治 ・ 経 済 〇２　△２ ▽２

■2 0～2

0～2
■2 0～2

数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

◎２

4

数 学 Ⅲ ◇３ 0～3

3

数 学 Ⅱ 4

2

数 学 Ｃ ◎２ 0～2

2

数 学 Ｂ 2

0～2
◇３ 0～3

物 理 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2
物 理 △２ ※４ 0～6

0～2
科 学 と 人 間 生 活

■2

2

化 学 □２ ▲４ 0～6
化 学 基 礎

2

生 物 △２ ※４ 0～6
生 物 基 礎

▲2 0～2

地 学 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2
地 学

▲2 0～2
▲2 0～2
▲2 0～2

保健
体育

体 育 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

2 7

保 健

1 2

▲2 0～2

音 楽 Ⅲ

0～2

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅰ

工 芸 Ⅰ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

書 道 Ⅲ

0～2

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ

□２ 0～2

▲2 0～2

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ 0～2

音 楽 Ⅱ

2

学年

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

○ 実 践 英 語 2

○ 発 展 英 語 3

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2 1

2

○ データサイエンス 1 1

1

２～５

家庭 2～8

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

3
英語コミュニケーションⅡ 4 4

外
　
　
国
　
　
語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅢ 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

□２ 0～2

◇３ 0～3

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2

▽２ 0～2

家
庭

家 庭 基 礎 2

家 庭 総 合

情 報 Ⅱ
情
報

情 報 Ⅰ

1

1

フ ー ド デ ザ イ ン ▲2 0～2

1

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

2 2

各学科に共通する各教科・科目の計 30 29 27～29 86～88

○探究

○教員基礎

0～1

0～１

0～１

0～1

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 0 0 0～2 0～2

学校設定教科に関する科目の計 1 2～3 0～１ 3～5

3

0

合　　　　　　　　　計 31 31～32 29～30 91～93

３～６ 0 0 0

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1

総 合 的 な 探 究 の 時 間

物理、化学、生物は２、３年の継続履修である

▲の選択について、物理研究・化学研究・生物研究・地学研究から２科目を履修する、または、

スポーツＡ・フードデザイン・芸術Ｂから２科目を履修する、または化学を履修する

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない

文学国語は◎▽両方で選択し必ず４単位を履修する

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

（ ） 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3

4

3

2

2

2

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2

2

○ データサイエンス 1 1

教科

〇２

１　年 ２　　　年 ３　　　年

2
言 語 文 化 2

計
科目・標準単位数

現 代 の 国 語

国
　
語

△4

0～4
国 語 表 現

古 典 探 究 2 2 4

△２

地
理
歴
史

地 理 総 合 〇２ △２

論 理 国 語 2 2 4
文 学 国 語

2
地 理 探 究 △4

0～4
世 界 史 探 究 △4 0～4

0～4
歴 史 総 合 〇２ △２ 2
日 本 史 探 究

0～2
△2 0～2

2

倫 理 〇２ △２ 0～2
政 治 ・ 経 済 〇２ △２ 0～2

△2

数 学 Ⅰ

公
　
民

公 共

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

数 学 Ｃ

数 学 Ｂ

△2 0～2

理
　
　
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

数
　
　
　
　
学

物 理 基 礎

物 理

化 学

化 学 基 礎

生 物

生 物 基 礎

地 学

地 学 基 礎

保 健
保健
体育

体 育 2

1 2

2 7

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

0～2
音 楽 Ⅱ

0～2
美 術 Ⅱ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

書 道 Ⅰ 0～2
工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

5

6 6

6

〇２ △2 0～2

家
庭

家 庭 基 礎

6

外
 

国
 

語

2

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ 1 1

1

情 報 Ⅱ

2

学年

類型

1

２～５

５～９

８～12

３～８

３～10

３～10

３～10

３～10

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5

○ Ｓ Ｓ 物 理 ３～６

○ Ｓ Ｓ 化 学 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 生 物 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 地 学 ３～６

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ 1 1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 Ⅰ

理 数 化 学

理 数 物 理

理 数 数 学 特 論

理 数 地 学

理 数 生 物

γ　◆0～1 0～6

5
6 6

5 5

1

α 2 β 1 β 3 γ　◆0～1

理
　
　
　
　
　
数

0～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

α 2 β 1 β 3

○探究
1

2 2

各学科に共通する各教科・科目の計 20 18 16 54

1

1 1
○スー
パー

サイエンス
(SS)

1

３～６ 0 0 0 0

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9 10 12 31

学校設定教科に関する科目の計 2 3～4 1～2 6～8

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合　　　　　　　　　計 31 31～32 29～30 91～93

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

１年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」、「理数化学」、「理数生物」、「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」、「SS化学」、「SS生物」、「SS地学」を実施

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

文学国語は○△両方で選択し必ず４単位を履修する

「英語探究」は２年次か３年次のいずれかのみ選択できる

（ ） 

2
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８ 令和６年度 入学者教育課程表（令和６年度１年次） 

普通科 

  

理数科 

  

 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3 3

4

3

2 2

2

2

2

3

1

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

1

1

1

1

7～8 3

2

2 1

2

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

○ 芸 術 Ａ □2 0～2

0～2

地 学

2

生 物 △2 ※4 0～6

0～2

数 学 Ａ 2

0～2

2

◇3 0～3

政 治 ・ 経 済

倫 理

■2

■2

○2

○2

数 学 Ｃ ◎2

地 学 基 礎 ○2 △2 ■2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

音 楽 Ⅱ

○ 物 理 研 究

○ ス ポ ー ツ Ａ

体 育

○2 △2

△2

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

保健
体育

芸
　
　
　
　
　
　
術

▲2 0～2

0～2

0～2

0～2

▲2 0～2

▲1

2 7

2

▲1

1

2

▲1

2

0～6

▲4 0～6

0～1

▲1 0～1

0～1

0～1

0～2

※4

0～1

0～3

■2

◇3

◎2

4

0～2

3

※■4

0～2

2

0～4

■2

■2

0～2

0～2

0～4

2

2

2

0～4※■4

※■4

2

4

0～4

4

▲2

2

2

計
２　　　年

国
　
　
　
　
語

国 語 表 現

論 理 国 語 2

2

□2

公
　
民

３　　　年１　年

地
理
歴
史

教科

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究

世 界 史 探 究

科目・標準単位数

言 語 文 化

○ 発 展 倫 理

化 学

数 学 Ｂ

数 学 Ⅰ

○ 発 展 政 治 ・ 経 済

4

2

歴 史 総 合

○ 応 用 数 学

数 学 Ⅲ

物 理

化 学 基 礎

物 理 基 礎

△1

□2

2

数
　
　
　
　
学

日 本 史 探 究

現 代 の 国 語

2

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅱ

公 共

数 学 Ⅱ

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ

科 学 と 人 間 生 活

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ

生 物 基 礎

音 楽 Ⅰ

○ 地 学 研 究

○ 化 学 研 究

○ 生 物 研 究

保 健

○ライフサイエンス

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

○ 芸 術 Ｂ

書 道 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

書 道 Ⅲ

学年

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

1

3

2 2

4

2 1

2

1 1

1

2～5

家庭 2～8

1 1

2

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

29 27～29

0 0～2

○探究

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

情
報

1

○データサイエンス

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

2 2

○ 実 践 英 語 △1 0～1

情 報 Ⅱ

理
数

外
 

国
 

語

家
庭

情 報 Ⅰ

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

家 庭 総 合

4

2

2

1

▲2 0～2

1

4

0～3

2

2

2

◇3

4

4

3

○ 発 展 英 語

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

総 合 的 な 探 究 の 時 間

各学科に共通する各教科・科目の計

0

学校設定教科に関する科目の計 1

30

2～3 0～１

0 0

31～32 29～30

備 考

物理研究・化学研究・生物研究・地学研究の履修は、同名の基礎科目を履修していることが条件となる。

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

文学国語、物理、化学、生物は２，３年の継続履修である

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

（ 名 称 ）
３～６

1 1

0

31

3

0

91～93

主として専門学科において開設される各教科・科目の計

特別
活動

合　　　　　　　　　計

ホームルーム活動

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

家 庭 基 礎

1

3～5

フ ー ド デ ザ イ ン

○ 探 究 基 礎

○ 課 題 探 求

0～2

2

86～88

（ ） 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3

4

3

2

2

2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 2

2

2 1

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

5 5

6

6

2 2

4

2 1

2

1 1

5○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ

○データサイエンス

情
報

情 報 Ⅰ

2

家 庭 総 合

1

1

情 報 Ⅱ

6

家
庭

家 庭 基 礎

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6 6

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ
外
 

国
 

語

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

数 学 Ｃ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ 0～2

工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

0～2

美 術 Ⅱ

0～2

音 楽 Ⅱ

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

2○ライフサイエンス 1

7

保 健
保健
体育

体 育 3 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科 地 学

地 学 基 礎

生 物

生 物 基 礎

化 学

化 学 基 礎

物 理

物 理 基 礎

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ｂ

数 学 Ⅱ数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

■2 0～2

○ 発 展 倫 理 ■2

0～4

公
　
民

公 共

地
理
歴
史

2

倫 理 ○2 ■2 0～2

政 治 ・ 経 済 ○2 ■2 0～2

0～2

○ 発 展 政 治 ・ 経 済

世 界 史 探 究 ■4

日 本 史 探 究

歴 史 総 合 ○2 △2 2

■4 0～4

△2 2

地 理 探 究 ■4

地 理 総 合 ○2

0～4

古 典 探 究 2 2 4

国 語 表 現

4

文 学 国 語

論 理 国 語 2 2

2

言 語 文 化 2
国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

学年

類型

1

2～5

5～9

8～12

3～8

3～10

3～10

3～10

3～10

5 5

6

5

3～6

3～6 α 2

3～6 α 2

3～6

1 1

2

1 1

1

1

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

10 12

3～4 1～2

0 0

31～32 29～30

1 1

γ ◆0～1

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する

1

0～6

3～6

3～6

γ ◆0～1

3

β　1 β 3

○スー
パーサイ
エンス
(SS)

１年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1 1

理
　
　
　
数

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 地 学 α 2 β　1 β 3 γ ◆0～1

○ Ｓ Ｓ 生 物 β　1 β 3 γ ◆0～1

2

理 数 数 学 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ

備 考

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」,「理数化学」,「理数生物」，「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」,「SS化学」,「SS生物」,「SS地学」を実施

特別
活動

ホームルーム活動 1

91～93合　　　　　　　　　計 31

0
（ 名 称 ）

6～8

総 合 的 な 探 究 の 時 間
３～６ 0

○探究

31

学校設定教科に関する科目の計 2

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

18 16各学科に共通する各教科・科目の計 20 54

1

○ 課 題 探 求 2

○ 探 究 基 礎

2

○ Ｓ Ｓ 化 学

理 数 探 究

6

理 数 地 学

理
数

理 数 探 究 基 礎

5

○ Ｓ Ｓ 物 理 α 2 β　1 β 3 0～6

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5

5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

理 数 生 物

理 数 化 学

理 数 物 理

理 数 数 学 特 論

理 数 数 学 Ⅱ

教科
１　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

（ ） 
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９ 活動の様子 

(1)  SSH 課題研究英語発表会 

   
 

(2) 令和６年度ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ生徒研究発表会 

   
 

(3) SSH 生徒研究発表・交流会 

   
 

(4) 令和６年度北海道ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙｻｲｴﾝｽﾌｪｱ 兼 令和６年度未来創造探究ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

   
 

(5) 道北圏探究ﾌｫｰﾗﾑ 2024 
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１０ SSH 第Ⅲ期事業概念図 

 

 


